








国公立大学 私立大学
お茶の水女子（生活科学） 宮崎（工　電気システム） 駒澤（文） 法政（経済） 九州女子（家政）

横浜国立（経営） 宮崎（工　情報システム） 駒澤（グローバル） 明治（政治経済） 久留米（人間健康）２

広島（教育） 宮崎（医） 専修（文　日本語） 立教（現代心理） 国際医療福祉（福岡保健）

佐賀（医） 鹿児島（工　情報生体） 専修（文　日本文学文化） 立教（文） 中村学園（栄養科学）

佐賀（理工） 鹿児島（工　機械工） 専修（文　人文・ジャーナリズム） 立命館（情報理工） 福岡（工）　

熊本（工） 北九州市立（地域創生） 大東文化（文） 関西（社会　社会学） 福岡（理）　

大分（理工） 宮崎県立看護（看護） 東京工科（コンピュータ） 関西（社会　社会システム） 別府（食物栄養）

宮崎（地域資源創成） 沖縄県立芸術（美術工芸） 日本（文理） 関西学院（総合政策）　

熊本大学　工学部　マテリアル工学科　 杉田　遼河 （平成29年度　卒）

五ヶ瀬中等教育学校といえば、何と言っても、こだま寮での生活です。
こだま寮で過ごした６年間には自分自身と十分に向き合う時間がありました。それによって
揺るぎない自分を持つことができました。毎日多くの人とコミュニケーションをとり、他の人
を見て、自分を見て、そこから沢山考えてお互いに刺激し合った日々でした。こだま寮での生
活には不便も多く、誰に話しても、大抵「よくソンナトコロで６年間も生活できたな。」とい
うようなことを言われます。だけど、「ソンナトコロ」での生活はやってみないとわかりません。
僕にとってのこだま寮は「損な所」ではなく「尊な所」なのです。こだま寮での生活には、他の学校の人には
理解できない、そこにいた人にしかわからない楽しさがありました。そしてそんな特殊な6年間を共に過ごし
た仲間たちは、これから関わっていく誰よりもお互いのことをよく知っている家族に近い存在です。この6年
間を思い返せば、心から「五ヶ瀬で良かった」と言えます。他の学校では絶対に味わえない刺激がてんこ盛り
の五ヶ瀬に飛び込んでみて下さい。

Orange 株式会社　代表取締役　ＣＥＯ    甲斐　考太郎 （平成15年度　卒）

あなたはちょうど10年後のこの時間、何をしていますか？　22才の自分を想像したことが
ありますか？　もしそれが少しおぼろげなら、入学を一考する価値がある学校です。なぜなら、「生
きるとはなにか」を身をもって学べる環境だからです。生きるということは、決断の連続でも
あります。
13才からの６年間を五ヶ瀬という地で生活することは、他の多くの選択肢を捨てることにな
るかもしれませんが、一方で多くの可能性を拡げます。
五ヶ瀬には、自らの考えを尊重してくれる、まだ見ぬ友と先輩、師、住民、そして大地があります。しかし、
それを生かせるか殺してしまうかは全て、あなたの胸の熱さにかかっています。
私の場合は、おしゃれなカフェではなく、木々に囲まれた時間を選びました。友人の数ではなく、友人との
関係の強さを選びました。携帯で遊ぶのではなく、何のために生きるかを考える時間を選びました。
これらは全て、いまの私の礎となっており、仕事観や人生観に大きな影響をもたらしています。私が再び12
才なら、迷いなく、また入学を志します。
さあ、まずは最初の決断です。


